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▽
魚
一
僑
＇ 

ぶ
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
ガ
ス
供
給
施

中
肱
、

近
世
に
及

赤外

（
田
中
一
穂

・
加
藤
学
）

大
角
地
遺
跡
』
（
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

縄
文
時
代
早

•

前
期
、
弥
生
時

代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
後
期
、

集
落
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

二
0
0
六
年
）

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
間
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
『
北
陸
新
幹
線

関
係
発
掘
調
査
報
告
書
＞

検
出
さ
れ
て
お
り
、
当
該
期
の

縄
文
時
代
前
期

・
古
墳
時
代
中

期
•

平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
が

9

関
係
文
献

は
見
出
せ
て
い
な
い
。

に
墨
痕
が
確
認
さ
れ
る
。

大
角
地
遺
跡
は
、

田
海
川
右
岸
に
形
成
さ
れ
た
山
麓
の
台
地
（
洪
積
段
丘
か

沖
積
段
丘
か
は
不
明
）
の
標
高
五

m
前
後
に
立
地
す
る
。
過
去
の
調
査
に
お
い
て
、
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限
り
で
は
近
隣
の
近
世
村
落
に
関
す
る
人
名
で
「
ゐ
す
み
た
」
を
名
乗
る
人
物
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遺
跡
の
年
代
縄
文
時
代
i
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

は
文
字
数
も
確
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
裏
の
下
端
に
向
け
て
長
く
垂
れ
下
が

る
字
形
は
、
「
某
兵
衛
」
の
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

「
ゐ
す
み
た
」
を
人
名
と
考
え
、
何
ら
か
の
物
品
な
ど
に
付
け
ら
れ
て
送
ら

れ
、
裏
面
に
は
そ
の
差
出
人
が
記
載
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
、
管
見
の
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調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

集
落
跡
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山
岸
洋
一

3

発
掘
機
関
糸
魚
川
市
教
育
委
員
会

2
調
査
期
間

―1
0
0七
年
（
平
19)

五
月
1
七
月

表
面
の
冒
頭
部
分
だ
け
特
に
墨
痕
が
薄
く
文
字
数
も
不
明
。
他
の
墨
痕
は
残

存
具
合
も
よ
く
、
「
ゐ
す
み
」
は
肉
眼
で
も
墨
痕
を
確
認
で
き
る
。
最
後
の
一

文
字
は
若
干
墨
痕
が
薄
い
が
、
赤
外
線
写
真
で
は
明
瞭
。
裏
面
は
下
端
部
付
近

一
文
字
目
が
人
偏
と
思
わ
れ
る
が
、
二
文
字
目
以
降
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所
在
地

新
潟
県
糸
魚
川
市
大
字
田
海

お

が

く

ち

新
汚

・
大
角
地

遺

跡
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設
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
主
な
検
出
遺
構
は
、
古
墳
時
代
中

・
後
期
の
土
坑
、

古
墳
時
代
中
期
の
竪
穴
状
遺
構
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
、
集
落
を
は
ず
れ
た
西
よ
り
の
谷
状
を
呈
す
る
旧
表
土
層
か
ら

一
点

出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
□
□
壱
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μこ

溢
撰
い
儲
牌

墨
痕
は
す
べ
て
残
存
し
て
い
な
い
が
、
文
字
の
跡
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。

一
文
字
目
は

「四
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

文
字
の
判
読

。
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
田
中

一
穂
氏
に
お
願
い
し
た
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
卸
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『北
陸
新
幹
線

関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
　
大
角
地
遺
跡
』
（新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
二塁
星

七
三
、
二
〇
〇
七
年
）

（山
岸
洋
一
）

く
ぼ

た

新
潟
。窪
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
村
上
市
南
田
中
字
窪
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

。
国
際
航
業
伽

４
　
調
査
担
当
者
　
一剛
川
雅
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀

。
一
二
世
紀
―

一
四
世
紀

。
一
七
世
紀
―

一
人
世

紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

窪
田
遺
跡
は
越
後
平
野
の
北
部
、
荒
川
右
岸
の
沖
積
微
高
地
に
立
地
す
る
。

調
査
の
結
果
、　
一
七
世
紀
―

一
人
世
紀
を
中
心
と
す
る
河
川

護
岸
施
設
や
漁
排
施
設
、　
〓

一

世
紀
後
半
１

一
四
世
紀
前
半
の

集
落
、
人
世
紀
を
中
心
と
す
る

集
落
を
そ
れ
ぞ
れ
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
存
在
し
た
河
川
Ｓ
Ｒ

一

か
ら
五
点
、
中
世
の
井
戸

（Ｓ

(中条・村上)




